
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 体育の日を含んだ三連休明けの本日，１０月１５日（火），後期がスタートしました。後期始業式では，「やろ

うとする気持ち」の大切さについて話しました。 
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やる気スイッチ 後期 

【校長講話 抜粋】 

 今，日本でとても大きなスポーツの大会，ワールドカップという名前の大会が行われています。このスポ

ーツのワールドカップが日本で行われるのは初めてです。何というスポーツの大会でしょう。 

 そうです。ラグビーです。１チーム１５人のプレーヤーが，相手チームと１つの楕円形のボールを奪い合

い，ゴールを目指して相手陣地に攻め込むスポーツです。とても激しいスポーツです。 

日本は，これまで行われた予選リーグの試合で，世界中の誰もが予想をしていなかった予選リーグ全勝で

決勝トーナメントに進出しました。特に，予選リーグの第２戦のアイルランドとの試合では，誰もが日本が

勝つとは思っていませんでした。アイルランドは戦う前の世界ランキングが１位の国，世界で一番強い国だ

ったからです。日本はその時世界ランキング１０位でした。「１位の国に１０位の国が勝てるはずがない。」

と世界中の誰もが思っていました。 

でもその中で，「絶対に日本は勝つんだ。」と思っていた人たちがいました。それは日本 

代表の選手です。アイルランドとの試合の直前，監督に当たる人，ラグビーではヘッドコ 

ーチといいますが，そのヘッドコーチが，次のような意味の言葉を選手に話しました。 

「世界中の誰もが，日本が勝つとは思っていない。世界中の誰もが，接戦になるとも思っていない。そし

て，世界中の誰もが，この試合のために僕たちがどれだけ練習をしたかもわかっていない。この試合に勝利

することを信じているのは僕たちだけ。」  

 自分たちは，誰にも負けない練習を積み重ね，努力をしてきたんだ，勝つという気持ちを持って，練習を

してきたんだ，という絶対にあきらめない気持ちを持って試合に臨んで，見事に勝利をおさめました。 

 「あきらめない気持ち」別の言い方をすると「やろうとする気持ち」を強く持っていたからこそ，勝利と

いう素晴らしい結果を残すことができました。あきらめない気持ち，やろうとする気持ちを持っていれば，

できないことはない，ということをラグビー日本代表は，試合を通して私たちに教えてくれました。 

 あきらめずにやろうとする気持ちがあれば，だいたいのことはできるようになると思います。大切なこと

は，できるまであきらめずにやる気を持って取り組むことです。将来，こんなことをやりたい，こんな職業

につきたい，という夢をもっている人もいると思います。これから中学校，高等学校へと進んで 

いく中で，より夢が具体的になっていきます。なろうという気持ちを持ち続ければ，夢を実現す 

る可能性は大きく広がります。やろうという気持ちがあれば多くのことはできるようになるし， 

なろうという気持ちがあれば多くの夢は実現できます。 

 あきらめない気持ち，やろうとする気持ちを後期の毎日の生活の中で，常に忘れずに努力して 

ほしいと思います。後期は，やる気にスイッチを入れる，「やる気スイッチ」が合い言葉です。 
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スタート！ 



                                                                                                                                                                                            

                                                                                                            

 

１０月１０日（木）の合同自由参観日には，多く 

の保護者の皆様に来校いただきました。ありがとう 

ございました。その中で，３年生は保護者の方々と 

一緒に「親子ヨガ教室」としてヨガを体験しました。 

 野栄中学区を基本とした総合型地域スポーツクラブ「のさかスポーツクラブ」と連携しての事業として，例年

合同自由参観日に実施をしています。初めて体験する子どもたちがほとんどでしたが，呼吸や姿勢に気をつけな

がら，「大仏のポーズ」や「木のポーズ」など，示されたポーズになりきってヨガの基本を体験しました。 

保護者の皆様も積極的に参加いただき，子どもたちと一緒に笑顔の中で，爽やかな汗を流していただきました。

子どもたちの思い出に残る「親子ヨガ教室」でした。保護者の皆様，ありがとうございました。 

 

 

 

合同自由参観日の午後の時間に，千葉県 

警察音楽隊に来校いただき，安全・安心コ 

ンサートを開催しました。 

「ドラえもんメドレー」や「パプリカ」 

など，子どもたちが大好きな曲目もプログラムに組み入れていただき，音楽紙芝居やカラーガード隊の演技もあ

り，迫力あるすばらしい演奏を存分に鑑賞し，楽しむことができました。子どもたちも一緒に参加する場面もあ

り，会場全体が一体となったコンサートでした。終了後，千葉県警察音楽隊の隊長さんから， 

「子どもたちの音楽を聴く態度がすばらしかった。」という，お褒めの言葉もいただきました。 

保護者及び地域の皆様も多数来校いただきました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 １０月９日（水），「体力テスト」を行いました。子どもたちは，全８種目のうち，①反復横跳び，②上体起こ

し，③立ち幅跳び，④長座体前屈，⑤５０ｍ走，⑥ソフトボール投げの６種目に挑戦しました。よりよい記録を

目指して，持てる力を全力で出し切っていました。残りの２種目（⑦握力，⑧シャトルラン）は，体育の授業等

の時間で実施をします。子どもたちの体力・運動能力の向上に向けて，日常の体育的活動の充実を目指します。 

 

 

 

 １２日から１３日にかけて，台風１９号が関東・東北地方に猛威を振るいました。千葉県では，台風１５号の

爪痕がまだ深く残っている中の上陸でした。台風１５号の教訓をいかし，各ご家庭でも万全の備えをしていたこ

とと思いますが，被害状況はいかがだったでしょうか。市では各学校にも避難所を開設しました。栄小学校体育

館にも多くの方々が避難をしてきました。学校では，東昇降口窓ガラス１枚及び体育倉庫屋根の破損がありまし

た。被災をされました皆様に心よりお見舞いを申し上げます。 

猛威！台風１９号 

親子で，気持ちのいい

汗を流しました。 
親子ヨガ教室 

警察音楽隊コンサート 

体力テスト 
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